
「民間放送ガバナンス指針」に基づく公表事項 

2026 年 10 月 

株式会社エフエム沖縄 

2026 年 1 月 22 日制定、2026 年 4月 1 日より施行されました、民間放送ガバナンス指針に基づいた当社の
適用状況について、以下の通りお知らせいたします。 

＜民間放送ガバナンス指針 ５つの基本原則＞ 
1. 公共性の発揮 
2. 人権尊重の徹底 
3. 透明性の向上 
4. 法令や社会規範の遵守 
5. 適切な経営体制の確立 

 

 
●主な自社制作番組に関する情報 

番組表：https://www.fmokinawa.co.jp/timetable/ 
radiko：https://radiko.jp/#!/live/FM_OKINAWA 
周波数：那覇局 87.3(MHz)／今帰仁中継局 83.7(MHz)／宮古島伊良部中継局 77.4(MHz) 

●災害時の放送 

台風等の災害発生時は随時、最新情報を番組内でお知らせしております。 

●リスナーのメディアリテラシーの向上に資する活動の実績 

平日(月～金曜日) 9 時～21 時の間、ギャラリー観覧ができ、番組放送を見学することが出来ます。 

 
●放送法に基づく番組基準である「エフエム沖縄 放送番組の編集と基準」を制定し編集の基準として

います。（https://www.fmokinawa.co.jp/banshin-top/） 

 

1. 公共性の発揮 

(1) 国民共有の財産である電波を預かって事業を展開していることを自覚し、公共の福祉の実現に
寄与する。 

(2) 公正な報道を旨として、知る権利にこたえて健全な民主主義の発展に貢献する。 

(3) 放送法で求められている災害放送や視聴覚障害者向け放送を実施する。 

(4) 地域ジャーナリズムの担い手、地域の情報・文化センターとしての機能を果たす。 

2. 人権尊重の徹底 

(1) 事業活動全般において人権尊重を徹底する。 

(2) 人権が尊重される社内体制を構築して、継続的に改善を行う。 

https://www.fmokinawa.co.jp/timetable/
https://radiko.jp/#!/live/FM_OKINAWA
https://www.fmokinawa.co.jp/banshin-top/


 
●法令や社会規範、コンプライアンス遵守・徹底のために講じている措置や取り組み状況 
＜2025年度取り組み状況＞ 
○ハラスメントに関わるアンケート調査の実施と結果の公表 
   (https://www.fmokinawa.co.jp/news202505/) 

   ○内部及び外部通報制度に関する規定を策定（内部窓口：総務部） 
   ○社員、番組出演者、外部スタッフを対象としたハラスメントに関する研修の実施（ウェブ形式） 
   ○男性育休取得：実績 2025年度 1名(約4週間取得) 
 

 
●民放連が作成したフォーマットを基に必ず公表すべき経営情報は以下の通り。（令和8年6月5日現在） 
社長方針 
 
キャッチフレーズ 

一､ 信頼と対話 
一、明るく楽しく 
キャッチフレーズ「いつも心は南向き～Southern Station FM OKINAWA」 

資本構成 資本金：9,000万円 
発行済み株式総数：45万株 

主要株主 学校法人明星学苑（22.5％）、沖縄ユアサ電池販売株式会社（21.9％）、長濱弘真
（15.8％）、 丸長車体（15.1％）、エフエム東京（11.2％） 〔期末株主数11〕 

役員構成 代表取締役会長   長 濱  弘 真 
代表取締役社長   長 濱  弘 忠 
専 務 取 締 役   真 栄 田  誠 
取 締 役   下 地  優 
取締役 (社外 )   安冨祖  忠行 
取締役 (社外 )   神 村  絹 枝 
取締役 (社外 )   田 中  雄 都 
監 査 役   神 村  盛 文 

役職員数 役 員  ７名（男性  6名、女性  1名） 
従業員 2 6 名（男性14名、女性12名） 

番組審議会委員 委員数 ７名 
委員長  新 垣  誠 
委 員  伊敷 ありさ 

3. 法令や社会規範の遵守 

(1) 高い公共性が期待される放送事業者として、法令や社会規範を遵守する。 

(2) 役員・社員は高い倫理観と職業意識を養い、公正で透明な事業活動を行う。 

  

4. 透明性の向上 

(1) 社会全体がステークホルダーであるという放送事業の性格を踏まえて、企業経営にかかわる諸
情報（企業理念、役員の構成、基本的な財務情報など）の積極的な開示を行い、透明性を向
上する。 

(2) 自律が独善に陥らないように、幅広いステークホルダー（視聴者・リスナー、広告主、取引
先、従業員、地域社会など）との対話の回路を強化する。 

https://www.fmokinawa.co.jp/news202505/


委 員  川口  美保 
委 員  國 吉  遊 
委 員  下地 久美子 
委 員  平良  亮太 
委 員  長濱  良起 
https://www.fmokinawa.co.jp/banshin-top/ 

自社批評番組に関
する情報 

『FM INFORMATION』(最終週日曜 23時55分～24時00分放送 ※8月と12月を
除く)にて、年10回開催の番組審議会の議事内容の概要を放送。 
https://www.fmokinawa.co.jp/banshin-top/ 

財務情報 第49期 2025年4月1日～2026年3月31日 

 
 

 
 

 

≪資産の部≫ (単位　円）
流 動 資 産 284,386,820
固 定 資 産 2,159,064,531
資 産 合 計 2,443,451,351

≪負債の部≫
流 動 負 債 156,888,763
固 定 負 債 341,782,737
負 債 合 計 498,671,500

≪純資産の部≫
株 主 資 本 1,944,779,851

(資本金) 90,000,000
(資本余剰金) 360,000,000
(利益剰余金) 1,494,779,851

純 資 産 合 計 1,944,779,851
負 債 ・ 純 資 産 合 計 2,443,451,351

●貸借対照表●
(2026年3月31日現在)

売 上 高 817,467,580
営 業 利 益 48,491,505
経 常 利 益 163,369,154
税 引 き 前 当 期 利 益 163,240,407
当 期 純 利 益 100,708,268

●損益計算書●
(自 2025年4月1日　至 2026年3月31日)

https://www.fmokinawa.co.jp/banshin-top/
https://www.fmokinawa.co.jp/banshin-top/


 
 
●取締役会及び株主総会の開催状況 2025年度(4月～3月) 

開催日 出席状況 
2025年5月23日(金) 取締役 4名、監査役 1名 （取締役 1名欠席） 
2025年8月18日(月) 取締役 5名、監査役 1名 （欠席者 0名） 
2025年11月26日(水) 取締役 4名、監査役 1名 （取締役 1名欠席） 
2026年2月24日(火) 取締役 4名、監査役 1名 （取締役 1名欠席） 

5. 適切な経営体制の確立 

(1) 取締役会は、株主からの負託にこたえて、関係者との取引関係も含めて適切な事業運営が行わ
れるように業務執行を監督する。直接の業務執行を行わない社外取締役や監査役の役割
は、特に重要である。 

(2) 会員社の代表者は、本指針適用の責任を担う。また、ガバナンス不全が疑われる重大な事案が
発生した場合には、必要な情報開示を行いながら、信頼回復に向けた施策を積極的に講じる。 
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